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わが国の総人口に占める65歳以上人口の割合
は年々増加傾向にあり､ 高齢化が進んでいる｡
また､ 高齢者の約83％は介護サービスを必要と
しない元気な高齢者である１)といわれており､
地域で生活する自立した高齢者の数は今後益々
増加するものと考えられる｡ これらの自立､ あ
るいは比較的自立した高齢者の数を維持・増加
させるために､ 要介護状態に移行することを防
ぐことを目的とした介護予防の考え方が大切に
なってくると考える｡
Ａ市には､ 介護予防を目的とした活動を行う
場の一つとして､ ｢宅老所｣がある｡ 我々は宅老
所を利用する高齢者とのかかわりを通して健康
で生き生きしている高齢者が多いことを感じ､
利用者同士の会話や言葉から､ その場に参加す
ることによる効果を実感した｡
そこで我々は本研究において､ 地域で自立し
ている高齢者が介護予防を目的とした場に参加
することを継続させている要因について明らか
にすること､ そのような参加継続することによ
る効果を明らかにすることを研究目的とした｡
	 
  
高齢者の介護予防を目的とした場への参加に
関する文献検討２)３)より､ 【場に参加した人の
特性】【場の特性】【場に参加したことでの効
果】の３つの観点が､ ｢場への参加｣ に関係す
ることが明らかとなった｡ しかし既存の研究は､
｢場への参加｣ をしている高齢者に焦点があて
られており､ 場への参加継続に関連する要因や
効果という点には言及されていなかった｡
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本研究は地域で自立している高齢者が介護予防を目的とした場に参加することを継続させている要因と､ 【参加継
続】することによって得られる効果を明らかにすることを目的とした､ 質的帰納的研究である｡ ８名の対象者にインタ
ビューを実施した結果､ 【参加継続】につながる要因には 『宅老所に参加継続している人の特徴』 『行き来することを助
けるもの』 『宅老所が保証しているもの』 『宅老所で出会うもの』 『宅老所で生まれるもの』 の５項目があることが明らか
となった｡ また【参加継続】することを通して 『出会う』 『なじむ』 『主体になる』 という利用者自身の変化が生じるこ
とが明らかとなった｡ この利用者自身の変化と､ 【参加継続】につながる要因の一つにある 『宅老所で生まれるもの』
が【参加継続】することによって得られる効果であることが明らかとなった｡
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本研究は､ 地域で自立している高齢者が介護
予防を目的とした場に参加することを継続させ
ている要因について明らかにすることを研究目
的とする｡ さらに場に参加することの効果と､
その中でも【参加継続】することによって得ら
れる効果を明らかにする｡
本研究の意義として､ 場への【参加継続】の
要因､ 効果が明らかとなれば､ 今後看護職とし
ての意図的な場作りができると考える｡ このこ
とは､ 高齢者にとっての【参加継続】による効
果をさらに維持・向上させることにつながると
考える｡
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ここでいう【参加継続】とは､ 宅老所への参
加状況が週１回以上の頻度で､ ６ヶ月以上継続
している状態とする｡ また､ 地域で自立してい
る高齢者とは､ 要介護認定で介護給付を受けて
いる人を除き､ 独力で外出できることを含めて､
日常生活がほぼ自立している高齢者をさす｡
  
１. 場の選定
Ａ市には､ 要介護の予防､ 地域支援ネットワー
クづくりを目的とした独自の事業である ｢宅老
所｣ がある｡ 我々は､ 介護予防を目的とした場
への【参加継続】についての研究を行うため､
対象者を選定するひとつの場としてこの宅老所
を選定した｡
２. 対象者の選定
Ａ市内の４つの宅老所に協力を依頼し､ 対象
者の要件を満たした高齢者で､ 研究への協力の
同意が得られた方を紹介して頂いた｡ その後､
対象者に研究者が再度研究の趣旨及び方法を説
明し､ 同意が得られた後期高齢者７名､ 前期高
齢者１名の計８名 (男性２名､ 女性６名) を対
象者とすることとした｡
３. データ収集方法
本研究は､ 半構成的インタビューによる質的
帰納的研究方法を用いることとした｡ 面接は､
2007年８月６日～９月11日の間､ 対象者１名に
つき､ 研究者２名でインタビューを行った｡ イ
ンタビュー内容は対象者の了解を得て録音し､
同時にメモをとりながら記録した｡ 面接形式と
して研究者１名が主に質問者となり､ 30分から
１時間程度の面接を行い､ 他の１名は対象者の
言動を注意するとともに質問内容に抜かりがな
いように配慮した｡
４. 倫理的配慮
倫理的配慮としては､ 研究への協力は自由意
志であり､ 面接途中でも参加を中止することが
可能であることや､ 参加同意の有無については､
紹介を受けた関係者への報告は行わないことを
伝えた｡ また､ インタビューで得た情報に関し
て､ 宅老所のスタッフや家族への公表をしない
ことを伝えた｡ データ化する際には個人が特定
出来ないように記録した｡ また､ 面接で得られ
たデータは､ 研究目的以外では使用せず､ 得ら
れたデータは鍵付きの場所で保管し外部に漏れ
ることがないように配慮した｡ 尚､ 本研究を行
うに当たっては､ 高知女子大学研究倫理審査委
員会の承認を受けた｡
５. データ分析方法
面接によって得られた内容から､ 逐語録を作
成した｡ 対象者ひとり一人について現在の生活
の様子や､ それぞれの対象者が宅老所に抱いて
いる思いや､ 通い始めてからの変化などを要約
して図式化し､ それらの関連性について分析を
繰り返し行った｡ 次に各対象者に共通していた
現象を統合し､ 【参加継続】の要因とその効果
を統合したものを結果とした｡ 尚､ 対象者一人
の発言であっても､ その他の対象者の言葉の端々
に同様の意味合いを含んでいると考えられる要
因については､ 共通の結果として抽出した｡
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利用者８名のデータを分析した結果､ 宅老所
への【参加継続】を生み出す要因とその効果に
ついて５項目が抽出された｡
１. 【参加継続】という現象を生み出す要因
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【参加継続】を生み出す要因として､ 『宅老
所に参加継続している人の特性』 があることが
明らかになった｡ まず 『宅老所に参加継続して
いる人の特性』 には [健康への意識が高い]
[何かしなければならないという気持ちがある]
[家族ではない他者との交流を求めている] [色々
なことに興味がある] [気ままに暮らしている]
[一人の寂しさを感じている] [退屈を感じてい
る] の７項目があることが明らかとなった｡
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【参加継続】につながる要因の一つとして
『宅老所に行き来することを助けるもの』 があ
ることが明らかになった｡ 『宅老所に行き来す
ることを助けるもの』 には [物理的条件が整っ
ている] [通えるだけの健康がある] [天候の変
化に対応できる] [家族のサポートがある] [周
囲からの情報提供や誘いがある] [自分のペー
スを保つことができる] の６項目があることが
明らかになった｡ [物理的条件が整っている]
とは､ 自宅から宅老所までの距離や､ 宅老所に
行き来する時間が適度なこと､ 道中の安全性が
整っていることなどである｡
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【参加継続】につながる要因の二つ目は 『宅
老所が保証しているもの』 があることが明らか
になった｡ その 『宅老所が保証しているもの』
には [経済的に負担がない] [利用者が参加の
有無を選択できる] [一ヶ月の予定が分かる]
の３項目があることが明らかとなった｡
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【参加継続】につながる要因の三つ目は､ 利
用者自身が､ 『宅老所で出会うもの』 があるこ
とが明らかになった｡ その 『宅老所で出会うも
の』 には､ [学べる行事がある] [体操がある]
[満足できる食事がある] [様々な交流がある]
の４項目があることが明らかになった｡ 特に､
[満足できる食事がある] では ｢何杯でも食べ
れる､ おかわりを｡｣ ｢ (宅老所での食事が) 安
い値段でね500円です｡｣ ｢おいしいものが食べ
られて家におったら同じものばっかり食べよら
ないかんろ､ ほら食事もいいからね｡｣ など食
事に関する発言は対象者全員より聞かれたこと
から､ 利用者にとって食事が大きな存在である
ことが伺えた｡
２. 【参加継続】による効果
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【参加継続】につながる要因の四つ目として
『宅老所で生まれるもの』 があることが明らか
になった｡ その 『宅老所で生まれるもの』 には
[新たな学びが出来る] [成果の結晶が残る]
[外とのつながりを持たせてくれる] [これまで
の経験や知識が広がる] [達成感が得られる]
[身体的健康の効果がみられる] [仲間づくりが
できる] [落ち着ける仲間がいる] [人と接する
楽しみが生まれる] [退屈まぎれになる] [寂し
さを埋めてくれる] [意識しない自然さがある]
[心置き無くいられる] [自身の存在価値を感じ
られる] [生活にリズムが生まれる] [新しい世
界が広がる] [人生の終着駅が見つかる] [利用
者自身が宅老所の自由さを感じている] の18項
目があることが明らかになった｡
[成果の結晶が残る] では ｢出来た成績が家
の中いっぱいに (残されている)｣ など､ 宅老
所の行事に参加し､ 自分が作ったものが“かた
ち”として手元に残るという喜びが語られてい
た｡ [仲間づくりができる] では､ ｢仲間､ 知ら
ん方なんかとねぇ､ だんだんお友達が増えてき
ましたねぇ｣､ ｢私たちの年齢のお友達が多いこ
とです第一に・・・｣ など利用者は､ 宅老所に
来ることで元々の友人関係が保たれ､ さらに新
たな仲間づくりができていることが分かった｡
[落ち着ける仲間がいる] では ｢同じような境
遇の人があってねぇ､ ほんで向こうも私みたい
なものを受け入れてくれる｣､ ｢自然の中で自然
におるというようなもん､ なんちゃあ気構えて
きたということはない｣ など､ 宅老所で出会え
た仲間といることで落ち着いて過ごすことがで
きていることを感じていた｡ [意識しない自然
さがある] では､ ｢人との付き合いやねぇ｡ う
るさくない (面倒くさくない)｣､ ｢自然のまま
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に行きゆうもん｡ あるがままに行きゆうから｣
など利用者は､ 前述した [落ち着ける仲間がい
る] ことや宅老所での時間に対して､ 特に意識
せず､ 余計なことを考えなくてもよいと感じて
いた｡ [自分の存在価値を感じられる] では､
｢誰っちゃあせられるもんがおらんき (他に出
来る人がいない)｣､ ｢私ももう (宅老所を) 引
退しようか言うておどけたら､ 来ないかん､ 来
ざったら寂しいきって友達が言うてくれます｣
など､ 役割意識を持つことや､ 自身の存在が認
められることへの喜びを抱いていることが分かっ
た｡
３. 利用者自身の変化
我々は､ 今回結果を分析していく中で､ 【参
加継続】の過程には､ 【出会う】【なじむ】
【主体になる】という利用者自身の変化のプロ
セスがあることが分かった｡ 【出会う】は､
[期待していたものが得られた] [期待以上のも
のが得られた] の二つからなり､ 【なじむ】は､
[出会ったものを通して､ 自分たちで自由に楽
しむ]､ 【主体になる】は､ [自分たちが主体と
なって活動する] [他者に広めたいと思う] の
二つからなる｡ これらにより【参加継続】に伴
う効果の側面を捉えることができた｡
１) 【出会う】
【出会う】という現象は､ 『宅老所に参加継
続している人の特性』 と 『宅老所で出会うもの』
の関係性により生じていることが明らかになっ
た｡ 【出会う】とは､ 顕在的､ 潜在的に宅老所
に期待を抱いていた利用者が､ 『宅老所で出会
うもの』 を通して､ 期待していたものが見つか
り､ [期待していたものが得られた] という感
覚を持つことや､ 『宅老所で出会うもの』 に意
外な発見があり､ そこから意外な効果を得られ
ることから､ [期待以上のものが得られた] と
いう感覚を持つことである｡ 【出会う】という
感覚を利用者自身が抱くことが､ 利用者がこれ
からも参加し続けたいという思いにつながると
いえる｡
２) 【なじむ】
【なじむ】とは､ [出会ったものを通して自
分たちで自由に楽しむ] ことである｡ 【出会
う】という体験をした利用者は､ 意識しないう
ちに【出会う】感覚を得続けたいという気持ち
が生まれることにより､ 【参加継続】できるよ
うになるのである｡ こうして､ 意識せずに宅老
所に参加するようになり【なじむ】状態になっ
た利用者は､ 宅老所への【参加継続】が生活の
一部となっており､ 自分がそこにいることが当
たり前だと感じているのである｡
３) 【主体になる】
【出会う】【なじむ】を体験した利用者の中
には､ 【主体になる】という感覚をも獲得する
利用者がいる｡ 【主体になる】とは､ 自ら企画・
準備など宅老所の場作りに参加していくことや､
宅老所の主であるような感覚を持つような [自
分たちが主体となって活動する] や､ 自分が満
足してきた状態を他者にも味わってもらいたい
と思うようになる､ [他者に広めたいと思う]
ことである｡
４) 【出会う】【なじむ】【主体になる】の関
係性
前述した【出会う】【なじむ】【主体にな
る】の３つは､ それぞれの段階が次の段階に移
行していくものであるが､ 移行した先の段階で
は前の段階で得た感覚が無くなるのではなく､
それを持ち合わせた状態にある｡ 個々の関係性
や段階の移行の状態は､ 利用者の特性などから
個人差があり､ また一方向だけではなく､ 常に
新たに【出会う】ようなことがらに出会うこと
ができる新鮮さを内包していた｡
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以上の結果から､ 【参加継続】による効果に
は､ 最初に得られる効果と､ 最初に得られる効
果から新たに得られる効果があると考えられた｡
最初に得られる効果とは､ 宅老所への【参加継
続】という現象を生み出す要因である 『宅老所
に参加継続している人の特性』 と､ 『宅老所で
出会うもの』 から生まれ､ さらに新たに得られ
る効果は､ 最初に得られる効果が発展して生ま
れると考えられた｡ 今回我々はこの連続性が､
【参加継続】という現象を生み出していると考
えた (図１参照)｡
高知女子大学看護学会誌第34巻第１号 (2009)
― 145 ―
ቛ⠧ᚲߢ಴ળ߁߽ߩ    ቛ⠧ᚲߢ↢߹ࠇࠆ߽ߩ 

࡮ቇߴࠆⴕ੐߇޽ࠆ

࡮ḩ⿷ߢ߈ࠆ㘩੐߇޽ࠆ
࡮૕ᠲ߇޽ࠆ

࡮᭽ޘߥ੤ᵹ߇޽ࠆ
 
ቛ⠧ᚲߦ 
ޣෳട⛮⛯ޤ 
ߒߡ޿ࠆੱߩ․ᕈ 
 
࡮ஜᐽ߳ߩᗧ⼂߇㜞޿ 
࡮૗߆ߒߥߌࠇ߫ߥࠄߥ޿ߣ޿
߁᳇ᜬߜ߇޽ࠆ
࡮ኅᣖߢߥ޿ઁ ⠪ߣߩ੤ᵹࠍ
߼᳞ߡ޿ࠆ
࡮޿ࠈ޿ࠈߥߎߣߦ⥝๧߇޽ࠆ
࡮᳇߹߹ߦ᥵ࠄߒߡ޿ࠆ
࡮৻ੱ ߩ኎ߒߐࠍᗵߓߡ޿ࠆ
࡮ㅌዮࠍᗵߓߡ޿ࠆ
೑↪⠪⥄りߩᄌൻ
Ј˟ạᴾ
࡮ᦼᓙߒߡ޿ߚ߽ߩ߇ᓧࠄࠇߚ
࡮ᦼᓙએ਄ߩ߽ߩ߇ᓧࠄࠇߚ
ɼ˳ỆễỦᴾ
࡮⥄ಽߚߜ߇ਥ૕ߣߥߞ
ߡᵴേߔࠆ
࡮ઁ⠪ߦᐢ߼ߚ޿ߣᕁ߁
ễẳớᴾ
࡮಴ળߞߚ߽ߩࠍㅢߒߡޔ⥄
ಽߚߜߢ⥄↱ߦᭉߒ߻
ቛ⠧ᚲߦⴕ߈᧪ߔࠆ੐ࠍഥߌࠆ߽ߩ
࡮‛ℂ⊛᧦ઙ߇ᢛߞߡ޿ࠆ ࡮ㅢ߃ࠆߛߌߩஜᐽ߇޽ࠆ
࡮ᄤ୥ߩᄌൻߦኻᔕߢ߈ࠆ ࡮๟࿐߆ࠄߩᖱႎឭଏ߿⺃޿߇޽ࠆ
࡮ኅᣖߩࠨࡐ࡯࠻߇޽ࠆ ࡮⥄ಽߩࡍ࡯ࠬࠍ଻ߟߎߣ߇ߢ߈ࠆ
ቛ⠧ᚲ߇଻⸽ߒߡ޿ࠆ߽ߩ
࡮⚻ᷣ⊛ߦ⽶ᜂ߇ߥ޿ ࡮৻ࡩ᦬ߩ੍ቯ߇ಽ߆ࠆ
࡮೑↪⠪߇ෳടߩ᦭ήࠍㆬᛯߢ߈ࠆ
јௐ
࡮
ੱ
↢
ߩ
⚳
⌕
㚞
߇
⷗
ߟ
߆
ࠆ
࡮
ᗧ
⼂
ߒ
ߥ
޿
⥄
ὼ
ߐ
߇
޽
ࠆ
࡮ᣂߚߥቇ߮߇ߢ߈
ࠆ
࡮ᚑᨐߩ⚿᥏߇ᱷࠆ
࡮ᄖߣߩߟߥ߇ࠅࠍ
ᜬߚߖߡߊࠇࠆ


࡮⪭ߜ⌕ߌࠆખ㑆߇
޿ࠆ
࡮ખ㑆ߠߊࠅ߇ߢ߈
ࠆ


࡮ᔃ⟎߈ήߊ޿ࠄ
ࠇࠆ
࡮⥄りߩሽ࿷ଔ୯
ࠍᗵߓࠄࠇࠆ
࡮↢ᵴߦ࡝࠭ࡓ߇
↢߹ࠇࠆ
࡮ᣂߒ޿਎⇇߇ᐢ
߇ࠆ 

࡮ߎࠇ߹ߢߩ⚻㛎߿
⍮⼂߇ᐢ߇ࠆ
࡮㆐ᚑᗵ߇ᓧࠄࠇࠆ



࡮ੱ ߣធߔࠆᭉߒߺ
߇↢߹ࠇࠆ
࡮ㅌዮ߹߉ࠇߦߥࠆ
࡮኎ߒߐࠍၒ߼ߡߊ
ࠇࠆ
࡮೑↪⠪⥄り߇ቛ⠧ᚲߩ⥄↱ߐࠍᗵߓߡ޿ࠆ 
࡮り૕⊛ஜᐽߩലᨐ߇߃ࠄࠇࠆ
１. 最初に得られる効果から､ 新たに生み出さ
れる効果へ
まず宅老所に参加継続する人の特性とは､ 利
用者の宅老所への期待や､ 利用者が潜在的に持っ
ている欲求を表していると考えられる｡ この期
待が宅老所への参加につながり､ 『宅老所で出
会うもの』 を通して期待が満たされることによっ
て､ 『宅老所で生まれるもの』 につながる新た
な効果を生み出していることが考えられた｡
	
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例えば [学べる行事がある] に出会った利用
者は､ [新たな学びが出来る] [成果の結晶が残
る] [外とのつながりを持たせてくれる] とい
う効果を得ることで､ さらに【参加継続】し､
[これまでの経験や知識が広がる] [達成感が得
られる] という２つの効果を生みだしていると
考えられた｡ 時長ら２)は､ ｢デイケアの中で学習
することにより､ 自分の生活や生き方を見つめ
直し､ それらを自分のこととして受けとめると
共に､ 新しい自分を発見したり前向きな生活の
きっかけを得ることができ､ また学習すること
を通して､ 自分で判断し､ 決定し､ 行動するよ
うになると考えられる｣ と述べている｡ このこ
とから､ [学べる行事がある] ことから得られ
る効果は､ 利用者の生活や価値観などに影響を
及ぼし､ 更に何かを得ようとする積極性を生み
出しているのではないかと考えられた｡
	
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利用者にとって食事は大きな楽しみとなって
いた｡ また利用者は健康への意識が高く､ 食事
からも健康の効果を得たいという期待をもって
いた｡ このことより宅老所にある様々なことの
中でも食事は大きな存在であると考えられた｡
また体操に参加することは､ 自身の健康を維持､
改善したいという期待を満たしていた｡ このよ
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うに､ 宅老所に [満足できる食事がある] [体
操がある] ことは､ [身体的健康の効果がえら
れる] という効果を生み出すと考える｡ 健康へ
の意識が高い利用者にとって､ その期待に添う
ものがあることはさらなる【参加継続】につな
がると考えられた｡ 栗原ら３)は､ 身体的な健康
状態を悪化させることなく維持できることおよ
び､ 健康状態を良好な状態に改善することが高
齢者の社会参加を促進する要因となると述べて
いる｡ 宅老所に健康をもたらす効果があること
は､ 利用者がさらに【参加継続】するための基
本となる [通えるだけの健康がある] につなが
る｡ これは 『宅老所に行き来することを助ける
もの』 の一つである｡
	
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利用者は宅老所での同年代や異性との交流を
通して､ 『宅老所に参加継続している人の特性』
で述べたような背景を分かち合うことができて
いた｡ このことから [落ち着ける仲間がいる]
ことを感じ､ [仲間づくりができる] という２
つの効果を得ていると考えられた｡
また､ [様々な交流がある] には ｢同年代｣
｢異性｣ との交流の他に､ ｢世代間の交流がある｣
ことも含まれており､ [様々な交流がある] こ
とに【参加継続】することによって､ さらに
[人と接する楽しみが生まれる] [退屈まぎれに
なる] [寂しさを埋めてくれる] という３つの
大きな効果へとつながっていることが考えられ
た｡
高齢になるに従って､ 社会との交流が少なく
なることは､ ｢高齢者の無用感を増強させ､ 孤
独感を強めることにもなる､ 健康状態によい影
響を与えない｣ といわれている４)｡ しかし宅老
所への【参加継続】は､ そうした孤独を感じさ
せない､ [意識しない自然さがある] という効
果をに発展すると考えられた｡
２. 【主体になる】ことの意味
１で述べたように､ 利用者が宅老所へ【参加
継続】し続けることによって､ 一つの効果はさ
らに次の効果を生み出していると考えられた｡
こうした新たに生み出される効果として､ [心
置き無くいられる] [自身の存在価値を感じら
れる] [生活にリズムが生まれる] [新しい世界
が広がる] の４項目がある｡ これらの効果は､
１で述べた一つ一つの効果から得られるのでは
なく､ 全ての効果から総合的に得られるもので
あると考えられた｡
こうした効果の生まれるプロセスにおいて､
同時に利用者自身にも変化が生じていた｡ 【主
体になる】は､ ｢そこにいけば何かが得られる
のではないか｣ という期待から､ どちらかとい
えば受身的に利用を始めた利用者達が､ いつの
まにか､ 自ら他者を誘ったり､ 独自の利用法を
創りだしていたのである｡ 利用者達がまだまだ
もっている可能性が引き出されたことは､ 何よ
り大切な効果であると考える｡ 蘇ら５)は ｢高齢
者は社会参加を通じて心身健康の保持ができ､
また､ 高齢者に失われやすいといわれる社会と
のつながりも保持できる｣ と述べている｡ 宅老
所への【参加継続】は､ 新たな学びや対人関係
の広がりという､ [新しい世界が広がる] 場で
あり､ これからも知的好奇心を満たし､ 人生に
新たな発見があるという喜びや､ 自分自身の成
長をも実感できる喜びをもたらしていると考え
られた｡ 主体になる】とは､ これからも自分自
身の人生の主役であり続ける感覚を含んでいる
と考えられた｡
３. 人生の統合
一方利用者は､ 配偶者との死別や子どもの独
立の経験､ また世話を受ける立場になるという､
移ろっていく人生の中にあってなお､ 自分を待っ
てくれている仲間の存在や交流のある宅老所と
いう場所に居続けられるという思いを抱く｡ そ
して､ 今自分が居るこの場所がこれから先もあ
り続けるものであると感じ､ そこに自分が居続
けることが出来るという安堵の気持ちを得るの
である｡
利用者が語った [人生の終着駅が見つかる]
とは､ 自分の求めているものが得られ､ さらに
求めていたもの以上のものが得られたことを幸
せと感じる満ち足りた気持ちの表れであると考
える｡ 利用者は､ あとは子どもの厄介になるだ
けと考えていた人生に､ 意地をはらないでも安
寧に過ごせる宅老所という場所があることで､
人生そのものをも肯定できる感覚を得られたの
ではないかと考える｡ 残された日々を創造的に
生きるだけでなく､ 年老いていくことをも肯定
でき､ 最後まで ｢人生の主体である｣ ことを実
感できる感覚なのではないだろうか｡
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４. 『宅老所が保証しているもの』
以上述べてきた【参加継続】に伴う効果は､
利用者自身が生み出しているものであるが､ そ
の土壌ともいえる環境を提供しているのが 『宅
老所が保証しているもの』 である｡ 『宅老所が
保証しているもの』 は､ 宅老所への参加のしや
すさをもたらし､ [利用者自身が宅老所の自由
さを感じている] につながっていた｡ 例えば場
への参加は強制されるものではなく､ 利用者自
らが自分の意思で参加・不参加を決められる雰
囲気が大切にされている｡ これはスタッフ達が
何より大切にしている､ 利用者自身の自律性を
尊重することであった｡ こうした自律性の尊重
は､ 受け身的な【参加継続】ではなく､ やがて
は利用者自身が【主体になる】という効果に大
きく貢献していると考えられた｡ 【参加継続】
によってもたらされる効果は､ 宅老所とそこを
支援しているスタッフによって環境創りされ､
保証されているところが大きいと考えられる｡
	
これまで述べてきたような【参加継続】とそ
の効果をよりいっそう確かなものにするために､
『宅老所が保証しているもの』 が重要な鍵を握
ることが明らかとなった｡ 本研究の結果は､ 看
護職が今後こうした介護予防の場作りを行う上
で多くの示唆を与えるだろう｡ 例えば､ 利用者
が宅老所における場づくりをしていく上で､ ま
ず [学べる行事がある] [体操がある] [満足で
きる食事がある] 等を充足させていくことが重
要である｡ また､ 利用者が宅老所に求めている
ものを知ることで､ さらに利用者一人ひとりが
出来ること､ したいことを把握し､ その人にあっ
た内容を取り入れていることが必要であると考
える｡
そして何より宅老所の主体は利用者本人達で
あることを充分に認識し､ 利用者と一緒に場づ
くりや企画を立てたり､ 利用者が担っている役
割を尊重すること､ 利用者が自ら取り組もうと
していることを支えるなど､ 利用者が主体となっ
て場づくりができるような関わりが重要である｡

   
今回､ 研究の対象とした宅老所はＡ市独自の介
護予防を目的とした場であった｡ 今後は他の地域
で運営されている介護予防を目的とした場を含め
た研究を行い､ 結果を洗練させていく必要がある
と考える｡
しかし本研究によって【参加継続】につながる
要因とその効果を明らかにすることができ､ その
中では利用者自身の変化も生じていることが明ら
かとなった｡ 今後､ これらの効果をさらに確かな
ものにするためにも､ 介護予防に携わる人が宅老
所の場を保証し､ 利用者が【主体になる】場づく
りに貢献していく必要があると考える｡
 
本研究を行うにあたり､ インタビューにご協
力いただきました宅老所利用者の皆様､ ならび
に利用者との出会いを仲介くださった宅老所ス
タッフの皆様に心より感謝申し上げます｡
※本研究は､ 2007年度高知女子大学看護学部卒
業研究に､ 一部加筆修正したものである｡
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